
  改 善 箇 所 説 明 図

 

 ブレーキマスターシリンダにおいて、市場で使用されるブレーキ液での潤滑性評価が不足し

ていたため、規格に適合しているブレーキ液であってもポリマー成分の少ないブレーキ液を使

用すると、シリンダ後端のゴム製シール部が潤滑不良となりめくれることがある。そのため、

当該シール部よりブレーキ液が漏れて警告灯が点灯し、そのまま使用を続けると、最悪の場合、

制動力が低下するおそれがある。 

改善の内容 

 全車両、当該シールを対策品に交換するとともに、マスターシリンダからのブレーキ液漏

れを点検する。ブレーキ液漏れがあるものは、マスターパワーを新品と交換する。 

識別：右フロントドアアッパヒンジの下側ボルト頭部に黄色ペイントを塗布する。 

基準不適合発生箇所 

注：       は交換部品を示す。 
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